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Abstract：A “Training Seminar for Peer Supporters” was planned and implemented as a part of the measures 
for suicide prevention and as an opportunity to acquire supportive interpersonal skills required of nurses and care 
workers. The participants were eight nursing students （one male and two female second year students and five 
female third year students）. The contents of the training seminar were （1） background for this seminar, （2） what is 
peer support? （3） how to “break the ice,” （4） emotional leveraging, （5） listening and empathy and （6） role play.
　According to the feedback through the questionnaires from the participants, they well understood the contents of 
the seminar, all of them responded that this seminar was very useful, and all of them hoped that this seminar would 
continue in the future.
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１）講座を受ける前に、ピア・サポーターとは何をする人なのか
知っていましたか。 1 1 4 2
２）講座を受けて、ピア・サポーターとは何をする人なのか理解
できましたか。 1 7
３）信頼関係を築くことの重要性を理解できましたか。 1 7
４）共感について理解できましたか。 1 7
５）傾聴について理解できましたか。 1 7
６）今回の養成講座は役にたちましたか。 8
７）今後も、ピア・サポーター養成講座の開催を希望しますか。 1 7
表３　学生からのフィードバックの自由記述 
分類 自由記述
本講座内容の評価
講義を聞いてからの実践だったため、とてもわかりやすかったです。
時間配分も丁度良かったと思う。
学生同士の学び合い
学年が同じ人とペアになると馴れ合いになってしまった。
いつも一緒にいるからこそ信頼関係が築けていた段階からのスタートだったので、深い話し合いもでき
ました。
授業の復習になり理
解が深まる
１年生の時に習った心理学の知識を応用したり、改めて学習し直したりすることで、傾聴や共感につい
て深く理解することができたので良かった。
方法はいろいろな授業で習ったが、時間をかけてやったことが少なかったので、今日の講義から演習ま
で通してできて良かったです。
傾聴、共感の対応に
ついて理解した
ロールプレイでは、相手役の気持ちや感情を共感して、発言することができたので良かった。
どういう傾聴の仕方が良いのか理解できた。
相談を受けたときにどのような姿勢や態度、対応を心がければ良いのか知ることができた。
ロールプレイを通じ
て難しさを実感
ロールプレイをやってみて難しさを感じたので、何回も練習したいと思った。
授業でもやったことのある共感・傾聴だったけど、仲のいい人とかでなく初めて会った人とやってみる
と、とても難しく、言葉を選びながら言葉がけをして、悩んでいる相手を元気にしたいのに伝える言葉
が思いつかないのが難しかったです。
信頼関係を築く上で共感や傾聴はとても大事だけど、相手に「理解している」ということを伝えるのは
とても難しいと思った。
コミュニケーションは人それぞれ違うので正確はなく難しいけど、少しでも困っている人を受容できる
ようにコミュニケーションの方法についてもっと考えていきたいと思った。（原文まま）
実際にロールプレイを行うことで、難しさや大変さ、またその時に生じる気持ちを実感することができ
た。
生活や実習への活用
へ意欲を持つ
普段の生活や実習にいかしていきたいと思った。
実習に向けて、共感・傾聴の練習をしていこうと思いました。
実習で活かしていきたい。
今後の講座開催への
期待
１回では完全に身につけるのは難しいので、１度受けたことがある人向けの練習編があってもいいなと
思いました。
援助者支援の必要性
を知る
援助する人にもまた援助してあげられる人が必要であることの理由を身をもって理解することができて
良かった。
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時間をかけてやったことが少なかったので、今日
の講義から演習まで通してできて良かった」とい
う意見があった。このことから、この研修が授業
の復習になり理解を深める役に立ったことがわか
る。さらに、「実習で活かしていきたい」「実習に
向けて、共感・傾聴の練習をしていこうと思いま
した」「普段の生活や実習にいかしていこうと思っ
た」という意見もあることから、この研修が授業
への意欲を高めたり、普段の生活でサポーティブ
な活動をしようという動機づけにもなったと考え
られる。
　「ピアサポーター養成講座」の内容を理解する
ことは、参加した学生自身の心の健康づくりにも
役に立つことにもつながる。また、本学の学生た
ちが将来、医療や福祉の現場で多くの対象者の支
援にあたることを考えるとより多くの学生に「ピ
アサポーター養成講座」に参加し、学んで欲しい
と思う。
Ⅵ．利益相反と倫理的配慮
　利益相反はない。写真とフィードバックの掲載
については、学生の了解を得た。
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